
子育て分野（保活）におけるサービスデザイン導入に係る調査研究報告書

（保活ワンストッププロジェクト事業運営検討会（第１回） デジタル行財政改革会議事務局提出資料)

資料３



2

子育て家庭は、なるべく新鮮な学びを多く得られるよう、直近で保活経験があり実際に負担や課題を感じた方を優先的に選定し、定性的な課題背景を深掘
りした。また、自治体担当者と保育所担当者へもインタビューを行い、3者各視点からの立体的な分析に役立てた。

インタビューテーマ どうしたら子育て家庭が保育園に入所するために必要な情報を知り、手続きすることができるだろうか

子育て家庭 東京都杉並区 / 東京都国分寺市 O・Sさん

子育て家庭 東京都練馬区 S・Cさん

子育て家庭 東京都墨田区 N・Mさん

子育て家庭 東京都八王子市 S・Mさん

子育て家庭 神奈川県横浜市 Y・Yさん

子育て家庭 埼玉県さいたま市 K・Cさん

子育て家庭 千葉県八千代市 N・Mさん

子育て家庭 兵庫県明石市 K・Tさん

自治体担当者 関西地方

自治体担当者 九州地方

自治体担当者 九州地方

保育所担当者
東京都墨田区 園長、副園長 N・Tさん、D・Kさ
ん

保育所担当者 千葉県野田市 理事長 W・Rさん

• 1時間程度・オンライン

• 質問に対して自由に話を展開していただく半構造化インタビュー形式

• 実施時期：2024年１月～２月

実施概要
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現状の保活の流れと気付きの整理
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実現を目指す体験の方向性

現状の保活は、慣れない育児に忙殺され先のことを考える余裕もない中、いつの間にか訪れ、いきなり決断を迫ら
れるイベントのよう。 訳も分からないまま、手探りの情報戦を強いられる不安とストレス。紙やアナログなプロセ
スが気持ちをより一層焦らせ苛立たせる。

インタビューの中では直接的には「もっと早く、もっと多く情報がほしい」という声が大きく感じるが、課題の構
造を整理してみると、保活の最初期に見通しがつく適切な情報を提供することで、各ステップの負荷や不安の軽減
につながりうることが分かる。

理想の保活とは、この手探りの情報戦を効率的に勝ち抜くための情報をより早く多く届けることではなく、 頑張っ
て情報収集したり頭を悩ませなくとも、納得できる保育所を見つけられ、より深く検討したい家庭にはより有用な
情報を提供できること。保活のスタートからゴールまでメインルートとなる一本のレールを敷き、安心して保活に
備え、取り組めるようにするデジタル化が理想の保活だと言える。

情報戦を勝ち抜くためではなく、なるべくしなくて済むためのデジタル化
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理想の保活の流れと情報連携基盤の青写真


